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肥満患者におけるレミフェンタニルの用量設定
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肥満患者におけるしミフェンタニルの用量設定

期待した状況では，多くの,患者で投与量が減少させ

られるため，十分な効果が発揮できない確率が上が

ることに留意が必要となる．

以上は理論上の考察であり，レミフェンタニルは

投与量調節によるＥＳＣの追従がきわめて早いため，

上記内容が臨床上問題となることは少ないかも知れ

ない．しかし，Ｆi9.から明らかなとおり，痩せ患者

では，投与絶対量が少ないためＥＳＣが上昇しにく

いことや，ＢＭＩが男性で40,女性で３５より大きい

場合は，ＬＢＭが過小評価され得る4)ため，ＥＳＣが

さらに低くなる可能性があることなども知識として

持ち合わせることで，薬物動態を意識した投与法が

より効果的に行えると考えられる．
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レミフェンタニルの血中濃度や効果部位濃度（ef

fectsiteconcentration：ESC）は，年齢と除脂肪

体重(leanbodymass：ＬＢＭ）で決定きれる')ため，
肥満患者に対して実体重に基づいた用量設定を行っ

た場合，非肥満患者と比較して両濃度が上昇し効果

が強く現れる可能性がある．標準体重､(idealbody

weight：IBW）の３０％を超える肥満患者に対して
IBWで補正を行った薬物動態が，非肥満,患者の薬物

動態と比較して相違がなかった2)ことから，本邦や

欧米諸国の添付文書でも，肥満,患者の用量設定は

IBWに基づいて行うことが推奨きれている2-4)．両

群問の効果部位濃度が完全に一致するわけではない

が，誤差は大幅に修正され，簡易的に良い方法と考

えられる5)．

本邦では，bodymassindex（BMI）が25以上
の患者に対しIBWに基づいた投与法が推奨されて

いる3)が，これは米国の基準と比較して厳しい値と

なっている．Ｍintoら')のパラメータを利用して，

ＢＭＩ別ＥＳＣを算出し，標準体重‘患者のＥＳＣとの比

をＢＭＩ別に表示すると，その１例はFig,のように

なる．同身長においてＬＢＭの増加は，体重増加に

比較して著しく小さく，ＢＭＩの増加はＥＳＣ上昇に

寄与するため，本邦の基準では肥満の程度が小さい

患者に対して補正することで，誤差が小さくて済む

ことに利点がある．しかし，レミフェンタールの利点

を利用した短時間導入などで，必要最低限の効果を
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TherelationshipbetweenBMIandratioofESCofremifentaniltoESCwheｎＢＭＩｅｑｕａｌｓ２２・

ThepatientsfOrpharmacokineticssimulationwereassumedtobe40-year-oldmaleswithheightsof

l70cm､TheratioofESCincreasedwithincreaseinBMIuptoborderlines（BMIof25orabout286)，
whicharethecriteriafOrdosebaseｄｏｎｔｈｅｐａｃｋａｇｅｉｎｓｅｒｔｓｉｎｂｏｔｈｃｏｕｎties,becausethedegreeofin‐

creaseinbodyweightwasmuchlargerthanthatinleanbodymass・Aftertheborderline,theratioof

ESCsstartsdecreasingduetotheadjustmentofdose,Thedecreasehastwophases（rapiddecrease
justafterexceedingtheborderlineandthenagradualdecrease).Thefirstphaseoccursbecauseof
thesuddendoseadjustment,andthesecondphaseoccursbecauseLBMcontinuestoincreaseslightly

ｗｉｔｈｔｈｅｓａｍｅｄｏｓｅ,ＥＳＣ：effectsiteconcentration,ＢＭＩ：bodymassindex,ＬＢＭ：leanbodymass．
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